
津波による人的被害は、日ごろから防災意識を持つことにより防ぐことが可能です。 

宮城県では、今後高い確率で発生が想定される宮城県沖地震による津波に備えるため、５月 

を“みやぎ津波防災月間”として定め、県民の防災意識の高揚に努めます。

５月は「つなみ防災月間」です！ 

 
 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

陸こうを閉めておけば 

津波がきても安心だね。

資料に関するお問い合わせ  宮城県 土木部 防災砂防課（０２２－２１１－３１７５） 

 
● 日時：５月２７日（土）午後１時～午後４時 

● 場所：塩竈市公民館（定員２００人） 

 

◎ 東北大学大学院 越村俊一助教授による基調講演 

◎ 津波防災教育の取り組み（伊里前小学校） 

◎ 津波体験者の体験談、防災マップの取り組み 

◎ 紙芝居「東北版稲むらの火」 

◎ 津波防災パネル展示 

■ 主催／宮城県  共催／塩竈市、仙台管区気象台 

■ 後援／株式会社損害保険ジャパン 

 
 

● 日時：５月１日（月）～５月１２日（金） 

● 場所：県庁１階ロビー 

 

◎ 過去の津波被害を学びます 

 
 

● 日時：５月１５日（月）～５月２６日（金） 

 

◎ 陸こうの一斉点検 

◎ 「閉め閉め運動」のＰＲ 

などにより防災意識の啓発に取り組みます 

地震だ！ 津波だ！ すぐ避難！！ 

 

●日時：５月２４日（水） 

●場所：南三陸町 

 

◎ チリ地震津波で被害を受けた旧志津川町の避難訓練です 

 
 
● 場所：エル・パーク仙台 

第１回 ４月２７日（木） 

「なぜ、地域と学校での連帯活動が必要なのか？」 

第２回 ５月２５日（木） 

    「実践型学校教育の事例」 

第３回 ６月２２日（木） 

    「学校でなにが出来るのか？」 

第４回 ７月２７日（木） 

    「防災心理を考慮した防災教育」 

第５回 ９月１４日（木） 

    市での防災チャレンジプログラム紹介 

■ 主催／ 東北大学大学院工学研究科付属災害制御研究センター 

◎ 学校や地域が協力した安全・安心の取り組みを考えます 


